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す
ぎ
た
「
担
い
手
」
を
増
や

す
取
り
組
み
が
、
今
は
必
要

だ
。
▼
集
落
連
携
１
０
０
㌶

農
場
づ
く
り
は
、
そ
う
し
た

取
り
組
み
の
一
つ
だ
。
農
村

を
活
気
づ
け
る
新
規
就
農
者

の
受
け
入
れ
や
、
「
農
業
体

験
農
園
」
に

よ
る
農
業
応

援
団
づ
く
り

も
大
切
だ
。
他
府
県
で
は
、

現
役
の
自
治
体
職
員
や
Ｊ
Ａ

職
員
が
副
業
で
農
業
経
営
に

励
む
こ
と
も
奨
励
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
持
続
可
能
な
「
担

い
手
」
と
地
域
農
業
が
生
ま

れ
る
の
だ
と
思
う
。
（
尻
）

集
落
営
農
（
法
人
経
営
体
を

含
む
）
、
三
つ
は
兼
業
農
家

や
高
齢
農
家
な
ど
の
小
規
模

農
家
だ
。
３
タ
イ
プ
の
担
い

手
は
、
互
い
に
補
完
し
共
存

し
合
い
な
が
ら
地
域
農
業
を

支
え
て
い
る
。
▼
補
助
金
政

策
は
い
わ
ば
戦
略
的
投
資
な

の
で
「
企
業
的
経
営
の
育

成
」
に
偏
り
が
ち
だ
が
、
府

内
農
業
の
継
承
・
発
展
は
、

他
を
淘と

う

汰た

す
る
こ
と
で
は
成

し
え
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
「
担
い
手
」
の
補
完

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
減
り

▼
府
北
部
の
集
落
を
訪
問

し
な
が
ら
思
う
こ
と
が
あ

る

。

そ

れ

は
、
府
内
の

農
村
と
農
業

を
守
り
、
活
気
づ
け
、
次
世

代
に
繋つ

な

ご
う
と
奮
闘
す
る
多

様
な
「
担
い
手
」
の
在
り
方

だ
。
府
内
の
農
業
を
支
え
る

代
表
的
な
担
い
手
に
は
三
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
つ
は

企
業
的
経
営
を
め
ざ
す
個
別

農
家
、
二
つ
は
さ
ま
ざ
ま
な

は
大
変
だ
が
、
「
仲
間
と
の

交
流
が
楽
し
い
の
で
頑
張
れ

る
」
と
話
し
て
い
た
。

（
笠
置
町
農
業
委
員
会
）

駆
除
に
力
を
発
揮
し
た
。

花
菜
を
収
穫
す
る
の
は
、

12
月
か
ら
４
月
ま
で
。
早
朝

か
ら
中
腰
で
行
う
収
穫
作
業

笠
置
町
切
山
地
区
で
は
、

町
の
振
興
作
物
「
花
菜
」
の

生
産
者
グ
ル
ー
プ
（
４
戸
）

が
１･

２
㌶
を
栽
培
し
、
元

気
に
産
地
を
支
え
て
い
る
。

約
25
年
前
に
中
辻
八
重
乃

さ
ん
と
増
地
セ
ツ
さ
ん
が
切

山
地
区
で
花
菜
の
栽
培
を
開

始
し
た
。
そ
の
後
、
近
所
の

森
保
男
さ
ん
や
寺
阪
勇
さ
ん

・
良
子
さ
ん
夫
妻
が
参
加

し
、
セ
ツ
さ
ん
の
後
継
者

（
増
地
和
夫
さ
ん
・
伊
津
子

さ
ん
夫
妻
）
も
栽
培
に
加
わ

っ
た
。

山
間
部
の
た
め
、
鹿
の
食

害
を
防
ぐ
た
め
、
防
護
柵
を

設
置
し
て
厳
重
に
対
策
を
施

し
た
ほ
か
、
町
の
猟
友
会
も

も
、
「
体
験
農
園
で
の
栽
培

・
指
導
経
験
を
活
か
し
て
、

た
く
さ
ん
の
黄
真
珠
を
収
穫

し
た
い
」
と
生
育
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

他
の
施
設
で
は
緑
の
未
完

熟
果
を
使
っ
た
商
品
開
発
や

販
売
も
始
め
て
い
る
。
福
祉

施
設
が
選
別
の
受
託
に
加

え
、
農
業
者
や
小
売
業
者
の

協
力
を
得
て
栽
培
か
ら
加
工

・
販
売
に
も
挑
戦
す
る
「
多

彩
な
農
福
連
携
の
新
展
開
」

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

戦
し
て
い
る
。
苗
の
定
植
や

そ
の
後
の
管
理
作
業
は
農
業

体
験
農
園
の
園
主
が
指
導
す

る
。髙

山
理
事
長
は
、
「
農
作

業
が
好
き
な
施
設
利
用
者
は

栽
培
か
ら
取
り
組
む
方
が
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
し
、

他
の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
参

加
で
き
る
」
と
期
待
す
る
。

園
主
会
の
小
山
修
司
副
会
長

が
規
格
に
あ
う
果
実
の
選
別

作
業
を
福
祉
施
設
に
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
仕
事
が
減
少
し
た
施
設
利

用
者
の
就
労
支
援
に
つ
な
が

っ
た
。

選
別
作
業
を
受
託
し
た
福

祉
施
設
の
一
つ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ハ
ピ
ネ
ス
京
都
共
同
作
業

所
（
髙
山
基
則
理
事
長
）

は
、
今
年
か
ら
栽
培
に
も
挑

福
連
携
」
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。

京
都
農
業
体
験
農
園
・
園

主
会
で
は
、
昨
年
、
会
員
６

人
が
１
５
０
０
株
を
栽
培
。

収
穫
後
に
色
・
形
・
サ
イ
ズ

新
京
野
菜
「
京
の
黄
真

珠
」
は
、
香
辛
料
の
原
料
野

菜
と
し
て
京
都
市
が
大
学
な

ど
と
開
発
し
た
小
粒
で
黄
色

い
丸
形
の
唐
辛
子
。
京
都
市

内
限
定
で
栽
培
・
収
穫
し
た

後
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
で

果
実
を
選
別
し
、
香
辛
料
メ

ー
カ
ー
が
製
品
化
す
る
「
農

場
（
26
日
＝
府
田
辺
総
合
庁

舎
、
27
日
＝
綾
部
総
合
庁

舎
）
で
参
加
希
望
者
（
各
20

人
）
を
募
集
し
て
い
る
。

参
加
は
無
料
だ
が
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
。
詳
し

く
は
、
農
業
会
議
（
メ
ー
ル

nbc-uketsuke@agr-k.or.

jp

、

０
７
５
・
４
１
７
・

６
８
７
０
）
ま
で
。

京
都
府
農
業
会
議
は
、
新

商
品
開
発
な
ど
事
業
化
に
必

要
な
資
金
を
多
数
の
賛
同
者

か
ら
調
達
す
る
「
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

府
内
の
農
業
者
向
け
に
、

来
月
26
・
27
日
（
13
時
30
分

～
16
時
30
分
）
、
南
北
２
会

種
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
小
学
生
お
二
人
の
子

育
て
と
農
作
業
と
、
程
良
い

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
日

々
を
過
ご
し
て
い
る
う
ち

に
、
徹
さ
ん
が
家
業
を
継
い

で
あ
っ
と
い
う
間
の
６
年
目

を
迎
え
た
と
の
こ
と
。

「
暑
い
日
寒
い
日
を
身
体

と
相
談
し
な
が
ら
作
業
し
て

い
る
が
、
子
ど
も
の
成
長
を

見
る
よ
う
に
農
作
物
が
生
育

し
、
収
穫
を
迎
え
る
時
、
そ

し
て
出
荷
で
き
た
時
が
と
て

も
嬉う

れ

し
い
」
と
農
業
の
素
晴

ら
し
さ
を
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。一

方
で
、
地
球
環
境
の
変

化
や
農
産
物
の
自
給
率
の
問

題
な
ど
、
次
世
代
に
向
け
て

の
不
安
も
あ
り
、
と
り
わ
け

「
食
育
」
の
大
い
な
る
必
要

性
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
宇
治
市
農
業
委
員
会
・

德
田
明
子
委
員
）

リ
ー
マ
ン
で
し
た
が
、
父
の

病
気
が
き
っ
か
け
で
、
農
業

に
専
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

当
初
は
稲
作
だ
け
で
し
た

が
、
「
ハ
ウ
ス
を

始
め
る
な
ら
ば
、

と
う
が
ら
し
」
と

い
う
助
言
を
受
け

て
万
願
寺
と
う
が

ら
し
の
生
産
を
始

め
、
現
在
で
は
、

春
は
花
菜
や
ス
ナ

ッ
プ
え
ん
ど
う
、

秋
は
キ
ュ
ウ
リ
、

冬
は
小
か
ぶ
な
ど

の
京
野
菜
を
多
品

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
育

っ
た
井
内
か
お
り
さ
ん
、
結

婚
さ
れ
た
相
手
が
兼
業
農
家

の
徹
さ
ん
で
し
た
。
夫
の
徹

さ
ん
も
、
も
と
も
と
は
サ
ラ

京
野
菜
と
子
ど
も
の
成
長

宇
治
市

井
内
か
お
り
さ
ん

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参

画
し
、
現
場
の
取
り
組
み
を

全
力
で
応
援
す
る
。

今
後
、
各
地
域
の
農
業
と

農
村
の
あ
り
方
は
、
農
業
委

員
会
の
委
員
の
活
動
に
よ
っ

て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
関

係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
策
定
し

た
地
域
計
画

（
地
域
農
業
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
）
は
、
農
地
中
間
管
理

事
業
な
ど
の
施
策
を
活
用
し

て
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。来

月
以
降
も
随
時
、
府
内

各
地
区
の
取
り
組
み
を
掲
載

し
て
い
く
。

受
け
手
の
意
向
を
把
握
し
、

農
地
利
用
の
「
目
標
地
図
」

の
素
案
を
作
成
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
各
地
域
で

「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
農
業
委
員
に
よ
る
連
絡

会
議
」
を
定
例
化
し
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
や
「
中
心
的
な
担

い
手
」
と
と
も
に
、
「
出
し

手
・
受
け
手
の
意
向
」
な
ど

を
踏
ま
え
た
地
域
農
業
の
あ

る
べ
き
将
来
像
を
主
体
的
に

話
し
合
う
こ
と
が
必
要
だ
。

京
都
府
農
業
会
議
は
、
委

員
と
農
業
関
係
者
が
参
画
す

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

の
「
京
力
農
場
プ
ラ
ン(

人･

農
地
プ
ラ
ン
）
」
は
、
市
町

村
が
策
定
す
る
「
地
域
計

画
」
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
各
地
域
ご
と
に
将

来
の
農
地
利
用
の
姿
を
描

き
、
計
画
的
に
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
業
委

員
会
は
、
農
地
の
出
し
手
・

新
京
野
菜｢

京
の
黄
真
珠｣

で
農
福
連
携

農
業
体
験
農
園
が
福
祉
施
設
の
栽
培
を
応
援

京
都
農
業
体
験
農
園･
園
主
会

×

ハ
ピ
ネ
ス
京
都
共
同
作
業
所

ハピネス京都共同作業所のスタッフに定植を指

導する園主会の小山修司さん（左から２人目）

黄
色
い
丸
形
で
直
径
８
㍉
ほ
ど

の
「
京
の
黄
真
珠
」
は
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
香
り
が
特
徴
（
緑
の

未
完
熟
果
は
福
祉
施
設
が

｢

柚
子

ユ

ズ

こ
し
ょ
う｣

な
ど
の
原
料

と
し
て
使
用
）

ム
で
３
年
間
働
い
た
後
、
30
㌃
の

農
地
を
借
り
て
農
業
経
営
を
開
始

し
た
。

農
地
も
農
機
具
も
な
い
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
苦
労
し
た
が
、

先
輩
農
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と

に
「
ナ
ス
を
経
営
の
柱
に
す

る
」
と
決
め
、
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

畑
ご
と
に
栽
培
時
期
を
変

え
て
出
荷
時
期
を
調
整
す
る

な
ど
収
穫
量
を
増
や
す
た
め

の
工
夫
を
重
ね
た
結
果
、
１

年
目
の
ナ
ス
の
出
荷
は
３
㌧

だ
っ
た
が
、
昨
年
は
３
倍
の

９
㌧
ま
で
増
え
た
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
花
菜
も
栽
培
す
る
前

田
さ
ん
。
「
将
来
は
加
工
に

も
力
を
入
れ
て
、
経
営
の
幅

を
広
げ
た
い
」
と
熱
く
語
っ

た
。（

井
手
町
農
業
委
員
会
）

５
年
前
に
井
手
町
に
新
規
就
農

し
た
前
田
洋
輔
さ
ん
（
37
）
は
、

自
営
業
と
し
て
の
農
業
に
興
味
を

持
ち
、
八
幡
市
内
の
ト
マ
ト
農
家

で
ア
ル
バ
イ
ト
や
、
井
手
町
内
の

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
や
ま
し
ろ
フ
ァ
ー

井手町 前田洋輔さん

ナ
ス
９
㌧
を
１
人
で
収
穫

地
域
リ
ー
ダ
ー
や
担
い
手
と

｢

10
年
後
の
地
域
の
農
業｣

話
し
合
お
う

来
月
26･

27
日
開
催

４
戸
で
花
菜
を

㌶
栽
培

左から中辻八重乃さん、寺阪勇さん・良子さん夫

妻、森保男さん、増地和夫さん・伊津子さん夫妻

笠
置
町･

切
山
地
区

持
続
可
能
な｢

担
い
手｣

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

府内初

農
業
者
向
け

ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
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